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資料１０ 第２回佐賀県立高等学校生徒減少期対策審議会 概要 

日 時；平成２３年１２月１９日（月）１５時～１７時１０分 

場 所：佐賀県庁 特別会議室Ａ（新行政棟４階） 

参加者：委員（代理を含む）（２０名）、事務局（１１名） 

会 順：（１） 開会 

（２） 会長挨拶 

（３） 議事 

・県立高等学校卒業生の進路状況について  

・県立高等学校の望ましい規模について 

・その他 

（４） その他 

（５） 閉会 

 

〔会議の概要〕 

１ 開会 

   

２ 会長挨拶 

   

３ 議事 

（１） 県立高等学校卒業生の進路状況について（資料１） 

    事務局より説明。 

    質疑応答 

（２） 県立高等学校の望ましい規模について（資料２~資料６） 

    事務局より説明。 

    質疑応答 

（３） その他 

   特になし 

 

〔主な質問、意見等〕（○は委員、◆は事務局） 

（１）県立高等学校卒業生の進路状況について 

 ○ ここ 5 年間の状況を見ると、平成 21 年度の状況が他の年度と異なるようだが、原因

は何か。 

 ◆ 平成 20 年秋の経済的な落ち込みに起因する就職状況の変化だと考える。 

 

 ○ 佐賀県の県立高校卒業生は、進学率が低く、就職率が高い。このことをどう分析し

ているのか。また、本県の産業構造と関係があるのか。 
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 ◆ 普通科高校卒業生の進学率は全国の国公私立高校の普通科と変わらない。一方、専

門高校卒業生は全国平均より就職率が高く、進学率が低いという状況がある。それで

県全体では進学率が低く、就職率が高いという結果になっている。 

産業構造との関係については 高校で学んだことを活かした就職をするということ

を考えたとき、本県の場合、工業科に比べて商業科は求人が限られる状況がある。商

業科の進学率が高くなっているということも、学んだことを活かすためにスキルアッ

プが必要になるためだと分析している。同様の傾向は家庭科にも見られる。 

 

 ○ 高校卒業後の進路状況について、各学科ごとの割合（％）は分かったが、実数も知

りたい。 

 ◆ 次の会議までに用意したい。 

 

 ○ 本県の県立高校が果たしてきたものが見えてきた。それぞれの学科の高校の卒業後

の進路状況を見ると、役割を果たしていることを実感できた。 

 

（２）県立高等学校の望ましい規模について 

 ○ 3 学級規模の小規模校であっても、活力を維持している高校はあると報告されている

が、その活力を維持していくためには、職員の負担はある。大規模校のメリットは生

徒同士で切磋琢磨ができることだと思う。 

 

 ○ 小規模校の方が人同士のつながりが強くなる。地域には高校を残してほしいという

意見もあるので、小規模校を維持することを検討に入れてほしい。 

 

 ○ 部活動について、小規模校は顧問数の問題もあることから、部活動の統廃合も必要

になるだろう。 

 

 ○ 学力をつけるための望ましい規模という視点も必要ではないか。進学のための学力、

就職して仕事をするための学力をつけるという視点から、大規模校、小規模校のメリ

ット、デメリットを議論したい。 

 

 ○ 進学するにしても就職するにしても、進路を保障できることが大切である。経済的

に厳しい家庭も増えているが、奨学金にも限界がある。佐賀の生徒は地元志向という

こともある。そういうことも頭に入れて議論したい。 

 

 ○ 大規模校、小規模校のメリット、デメリットについては、他都道府県の報告や大学

での研究報告などを利用して観点を整理すると議論しやすいのではないか。 
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〇 子どもを取り巻く状況の変化に伴い、保護者の考え方も変わってきている。いずれ

にしても、子どもの目線で学校規模の議論をしたい。 

 

 ○ 生徒の適性に対応するためには 1 学年 3 学級は必要だと思う。望ましい規模として、

下限は 1 学年 3 学級、上限は 6 学級がよいのではないか。 

 

 ○ 学校にかかわる人間がマンパワーを充実させることと、カリキュラムの充実を図る

ことによって望ましい規模は 3～6 学級位に落ち着くのではないか。大学生をうまく使

うという方策もあると思う。 

 

 〇 専門高校を卒業してすぐに就職する生徒は、学習以外に身に付けなければならない

ことが多いため、ある程度厚く指導をした方が良いと思う。望ましい規模は普通科高

校と専門高校で違えてはどうか。 

 

 ○ 生徒減少期の佐賀の高等学校の望ましい姿を見つけ出すことがこの会議の役割だと

思っている。佐賀の高校生に対する教育の質を検討の軸として、これがぶれないよう

に規模や通学範囲について議論をしたい。 

 

 ○ 高校では基礎基本をしっかりと教えていただきたい。できれば、社会人としての常

識やマナー、挨拶などと同時に、働く喜びを教育現場で教えていただき、仕事をした

くてたまらないという生徒を育てていただきたい。 

  

 ○ 生徒たちが希望をもって学校に行けることが、審議する上で大切な視点と考える。 

 

４ その他 

  第３回、第４回審議会の日程調整について、事務局より連絡。 

 

５ 閉会 

 


